
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  祝 卒業！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字オリンピック 

 

 

 

 

 

 

 

学校 HP QR コード 

令和７年３月２１日号 

御幸が原小だより 
発行 宇都宮市立御幸が原小学校 

     校長 稲澤 正明 

 栃木県宇都宮市御幸ヶ原町53-2 
  TEL  028-663-0358 
  e-mail mihara-e@ueis.ed.jp ～1 年間お世話になりました～ 

 令和 6 年度の御幸が原小は「みはらパッション 発見・挑戦・創造」を合言葉に，「自己肯定感の涵養」「規範

意識の高揚」「主体的に学びに向かう力の育成」を重点目標とし，「スーパーみはらっ子活動」を中心に据え，子

供たちの頑張りを認め励ましながら教育活動を進めて参りました。漢字オリンピックやスーパーみはらっ子のメ

ダリストが期待を超える人数だったことや，運動会や委員会活動のイベント等への取組から，子供たちの成長を

大きく感じる 1 年であったと同時に，みはらっ子たちは，「もっと伸びる・もっとできる」と今後の課題も見え

た気がしています。本校が子供たちにとって，より楽しい（fun と interesting）と思える学校となるよう 1 年

間の取組の成果と課題を率直に受け止め，今後の学校づくりに役立てていきたいと思っています。 

 保護者・地域の方々には 1 年間，様々なご支援とご協力をいただきました。この場をお借りいたしまして厚く

御礼申し上げます。 

 学校行事での責任ある行動・児童会での主体的な活動・後輩への優しい気遣い等々素晴らしい活躍をしてくれ

た本校が誇る６年生が卒業しました。練習の段階から鳥肌の立つような立ち居振る舞いでありましたが，当日は，

卒業生一人一人が小学校生活の集大成と言えるようなとても立派な態度で臨むことができ，たくさんの人たちの

涙を誘っていました。 

 皆さんの今後の一層の活躍を心より祈念しています。『卒業おめでとう！』 

 2 学期のメダリストは 58 人，合格者

157 人（1 学期：17 人，同 94 人）で

した。率直に大きな伸びを感じます。漢

字の習得は努力に比例します。今後も，

子供たちには自分磨きをがんばって欲

しいと思っています。 



Shall  we dance ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑 感 
 終わってみるとあっという間の１年間ですが，実に様々なことがありました。何よりもうれしいことは，子供

たちの成長した姿をたくさん見られたことです。４月当初に比べると身長がとても伸びた児童・挨拶が上手くな

った児童・たくさんの漢字が書けるようになった児童・苦手なことにも粘り強く取り組めるようになった児童・

我慢強く話を聞けるようになった児童等，一人一人の成長の分野は様々ですが，子どもたちのこの年代特有の素

晴らしい吸収力と成長の力を感じています。では，そのような子どもたちに対して，教員・学校，もっと広く大

人がすべきことは･･･。ここで紹介する詩は，ドロシー・ロー・ノルトというアメリカの教育学者によるもので，

スウェーデンの教科書にも掲載されたことがあるものです。現在の天皇陛下が皇太子さま時代に，マスコミから

愛子様の教育方針について質問された際に紹介した作家であることでも有名になったそうです。（以前にも紹介

したことがありましたが･･･） 

「子ども」 

 

批判ばかりされた 子どもは      非難することを おぼえる 

殴られておおきくなった 子どもは   力にたよることを おぼえる 

笑いものにされた 子どもは      ものを言わずにいることを おぼえる 

皮肉にさらされた 子どもは      鈍い良心の もちぬしとなる 

しかし，激励をうけた 子どもは    自信を おぼえる 

寛容にあった 子どもは        評価することを おぼえる 

フェアプレーを経験した 子どもは   公正を おぼえる 

友情を知る 子どもは         親切を おぼえる 

安心を経験した 子どもは       信頼を おぼえる 

可愛がられ 抱きしめられた 子どもは 世界中の愛情を 感じとることを おぼえる 

 

 平易な言葉が使われ分かりやすい表現ですが，とても奥が深く，子どもたちと接する大人が心に留め置くべき

ことが記されています。子どもたちの成長に欠かせないものは，何よりも環境だと思っています。そして子供に

とっては大人の存在もその環境をつくる一人。今後の子どもたちの健やかな成長のために，自分自身が担う責任

について改めて考えさせられます。私にとってこの詩は 1 年間の締めくくりのタイミングで自分を振り返るよ

いものだと思っています。 

 6 年担任の先生のナイスアイデアでたくさんの児童を巻き込んでのフォークダンスが行われました。 

経緯は 6 年生が体育の時間に学習したフォークダンス。「せっかくだから全児童に呼びかけみんなで踊りまし

ょう。」ということになりました。事前に 6 年児童がチラシを作成し，当日の給食の時間に呼びかけ，昼休みと

5 時間目に実施しました。すると写真のような賑わい。曲目は「マイムマイム」と「タタロチカ」。体育館が一

気に笑顔と共に温かな空気に包まれました。最後までよい仕事をしてくれる 6 年生チームでした。 


